
本
稿
は
、
「
翻
訳
」
を
、
単
に
異
言
語
間
の
翻
訳
と
い
う
字
義
的
な
意
味

に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
文
化
や
他
の
文
化
ジ
ャ
ン
ル
の
移
入
や
書
き
換
え
、

混
清
と
い
っ
た
広
義
の
文
化
現
象
を
含
む
も
の
と
と
ら
え
る
方
法
論
の
構
築

を
め
ざ
す
試
み
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
生
の
発
露
Ⅱ
発
現

と
し
て
の
「
文
化
」
は
、
同
時
に
「
文
」
化
Ⅱ
「
形
象
（
形
を
与
え
る
こ

と
）
」
化
で
あ
る
。
「
文
学
」
と
「
映
画
」
と
い
う
、
異
な
っ
た
「
文
化
」
を

比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
文
学
」
と
い
う
文
字
媒
体
に
よ
る
「
か
た
ち

ざ
同
日
」
の
表
現
と
「
映
画
」
と
い
う
映
像
十
音
響
媒
体
に
よ
る
「
か
た
ち

ざ
［
日
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
の
特
質
の
差
異
に
着
目
し
つ
つ
、
比
較
研

究
す
る
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
「
か
た
ち
」
へ
の
注
目
と
い
う
点
で
、
極
め
て
興
味
深
い
の
が
、

日
本
古
典
文
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
文
献
学
者
、
比
較
文
学
者
小
西
甚
一

は
じ
め
に

小
西
甚
一
に
お
け
る
「
離
れ
」
の
方
法

二
九
一
五
‐
二
○
○
七
）
の
存
在
で
あ
る
。
東
京
文
理
科
大
学
を
卒
業
し
、

東
京
教
育
大
学
教
授
を
経
て
、
教
育
大
の
筑
波
大
学
へ
の
移
転
改
組
を
推
進

し
、
筑
波
大
学
副
学
長
も
務
め
た
が
、
空
海
の
『
文
鏡
秘
府
論
』
の
文
献
学

的
研
究
で
文
学
博
士
と
な
り
、
遺
稿
も
含
め
れ
ば
五
巻
別
巻
二
冊
に
も
及
ぶ

大
著
『
日
本
文
藝
史
』
が
代
表
作
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
受
験
生
向
け
の

参
考
書
『
古
文
研
究
法
」
で
教
育
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
「
日
本
（
古
典
）

文
学
」
と
い
う
文
化
の
価
値
を
、
比
較
文
学
に
よ
り
保
守
的
で
は
あ
る
が
極

め
て
広
い
国
際
的
視
野
で
守
り
、
文
献
学
で
原
典
を
確
定
す
る
こ
と
で
保
証

し
、
文
学
史
で
階
層
化
し
、
そ
の
価
値
を
守
る
研
究
者
の
後
継
育
成
す
る
た

め
の
教
育
方
法
と
教
育
制
度
に
い
た
る
ま
で
、
か
く
ま
で
一
貫
し
た
組
織
的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
貫
徹
し
た
日
本
文
学
研
究
者
は
ま
れ
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
活
動
・
業
績
の
全
貌
や
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

筆
者
の
能
力
と
意
図
の
埒
外
で
は
あ
る
が
、
文
学
教
育
の
方
法
と
し
て
「
か

た
ち
」
の
分
析
方
法
を
重
視
し
、
ア
メ
リ
カ
で
一
九
四
○
年
代
か
ら
六
○
年

田
代

真
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代
に
い
た
る
ま
で
、
文
学
作
品
の
研
究
・
解
釈
の
方
法
と
し
て
、
教
育
の
場

で
支
配
的
で
あ
っ
た
、
新
批
評
ｚ
の
ョ
Ｏ
三
亘
の
Ｂ
を
、
要
領
よ
く
、
取
捨

選
択
し
て
、
咀
囑
適
用
し
て
導
入
し
た
業
績
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
構
想
す

る
「
文
化
」
の
「
か
た
ち
」
の
横
断
的
比
較
文
化
的
分
析
の
方
法
論
の
構
築

に
あ
た
っ
て
、
批
判
的
に
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
か
ね
て
よ
り
、
小
西
の
批
評
理
論
の
方
法
論
的
概

論
と
も
い
え
る
『
日
本
文
藝
の
詩
学
ｌ
分
析
批
評
の
試
み
と
し
て
」
（
一
）
に

頻
出
す
る
「
離
れ
」
と
い
う
概
念
（
と
い
う
か
方
法
論
的
観
点
）
を
中
心
に

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、

す
で
に
、
日
本
古
典
に
つ
い
て
の
小
西
の
解
釈
の
方
法
論
の
分
析
と
し
て
、

「
〈
理
論
〉
か
ら
遠
く
〈
離
れ
〉
て
ｌ
小
西
甚
一
に
お
け
る
「
離
れ
」
と
〈
架

橋
〉
」
（
二
）
（
『
新
時
代
へ
の
源
氏
学
」
第
九
巻
『
架
橋
す
る
〈
文
学
〉
理
論
』

所
収
。
竹
林
舎
二
○
一
六
年
四
月
）
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
そ
の
研
究
を
よ
り
拡
張
、
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
大
学
よ
り
平

成
二
八
年
度
学
外
派
遣
研
究
員
と
し
て
、
六
月
か
ら
九
月
の
初
め
ま
で
の
約

三
ヶ
月
間
小
西
甚
一
の
母
校
で
あ
り
、
の
ち
に
彼
が
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
も

な
っ
た
東
京
文
理
科
大
学
の
後
身
で
あ
る
筑
波
大
学
の
人
文
社
会
系
で
集
中

的
に
上
記
の
研
究
を
深
め
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
幸
い
な
こ
と
に

こ
の
派
遣
期
間
中
に
、
す
で
に
進
め
て
い
た
研
究
に
と
っ
て
、
画
期
的
と
い
っ

て
よ
い
資
料
発
見
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

七
月
末
に
派
遣
受
け
入
れ
教
員
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
者
宮
本
陽
一

以
下
、
一
九
四
○
年
代
か
ら
六
○
年
代
ア
メ
リ
カ
で
の
文
学
作
品
の
研

究
・
解
釈
の
方
法
と
し
て
支
配
的
で
あ
っ
た
、
新
批
評
ｚ
の
葛
Ｑ
三
口
の
白

が
、
小
西
に
よ
っ
て
、
『
詩
学
』
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
摂
取
さ
れ
た
か

郎
教
授
か
ら
、
受
け
入
れ
先
機
関
で
あ
る
人
文
社
会
系
所
属
の
斉
藤
一
准
教

授
か
ら
小
西
甚
一
の
東
京
文
理
科
大
学
文
理
学
部
国
語
学
国
文
学
専
攻
卒
業

論
文
ら
し
き
も
の
を
含
む
資
料
を
発
見
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
と
の
ご
連

絡
を
い
た
だ
い
た
。

早
速
宮
本
教
授
に
閲
覧
の
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
発
見
者
で
あ
る
斉
藤
一
准
教
授
の
ご
厚
意
で
、

八
月
の
大
学
閉
鎖
期
間
明
け
後
、
上
記
卒
業
論
文
「
梁
塵
秘
抄
研
究
」
（
ご
）

を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。

閲
覧
後
日
が
浅
い
た
め
、
途
中
経
過
段
階
で
は
あ
る
が
、
上
述
の
「
離
れ
」

な
る
方
法
概
念
と
の
関
連
で
、
上
記
卒
業
論
文
「
梁
塵
秘
抄
研
究
」
を
含
む

小
西
の
『
梁
塵
秘
抄
』
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
を
報
告
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
「
離
れ
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
論
「
〈
理
論
〉

か
ら
遠
く
〈
離
れ
〉
て
ｌ
小
西
甚
一
に
お
け
る
「
離
れ
」
と
〈
架
橋
と
で
、

い
さ
さ
か
詳
し
く
論
じ
た
が
、
本
論
の
行
論
の
前
提
と
な
る
の
で
、
読
者
に

お
か
れ
て
は
、
重
複
の
煩
を
容
赦
さ
れ
た
い
。

「
分
析
批
評
」
に
お
け
る
「
離
れ
」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
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を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
こ
の
著
作
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
、

想
起
さ
れ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
批
評
家
で
あ
り
、
一
九
六
○
年
代
の

い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
の
構
造
主
義
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
代
表
的
存
在
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
用
・
一
目
□
団
自
弓
①
の
（
一
九
一
五
－

一
九
八
○
）
で
あ
る
。
小
西
と
は
同
年
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
経
歴
的
に
は
対

極
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
生
涯
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
に
し
て
教
育

者
と
し
て
、
教
育
制
度
内
に
と
ど
ま
っ
た
小
西
に
対
し
、
バ
ル
ト
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
的
な
性
格
の
強
い
フ
ラ
ン
ス
的
な
文
化
知
識
人
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
と
き
、
同
じ
よ
う
な
問
題
に
遭
遇
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
？
結
論
的
に
言
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
ネ
ガ
と
ポ
ジ
の
よ
う
な
反
応
を

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
バ
ル
ト
と
い
う
補
助
線
を
引
く
こ
と

で
、
英
米
文
学
研
究
の
文
脈
と
は
若
干
「
離
れ
」
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

「
分
析
批
評
」
な
る
語
を
タ
イ
ト
ル
に
含
む
前
述
の
『
詩
学
』
は
、

一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
る
の
だ
が
、
収
録
さ
れ
た
論
文
は
、
一
九
六
三
年

か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

巻
頭
の
論
文
「
分
析
批
評
の
あ
ら
ま
し
ｌ
批
評
の
文
法
」
は
分
析
批
評
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
「
ニ
ュ
ウ
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
立
場
」
と
題
す
る

一
節
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
で
、
文
学
教
育
の
方
法
と
し
て
「
表
現
」
の
分
析

方
法
を
重
視
す
る
、
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
ア
メ
リ
カ
で
一
九
三
○

年
代
か
ら
四
○
年
代
に
隆
盛
し
た
こ
と
。
そ
こ
に
淵
源
を
持
ち
な
が
ら
、
様
々

な
改
良
を
加
え
ら
れ
、
よ
り
実
践
的
な
文
学
作
品
の
研
究
・
解
釈
の
方
法
と

し
て
、
六
○
年
代
に
い
た
る
ま
で
、
教
育
の
場
で
支
配
的
で
あ
っ
た
「
分
析

批
評
」
目
巳
菖
８
｝
＆
斤
冒
の
日
を
、
要
領
よ
く
、
取
捨
選
択
し
て
、
咀
囑
適

用
し
て
導
入
し
た
の
が
、
彼
の
唱
え
る
「
分
析
批
評
」
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
る
。
「
批
評
の
本
質
」
に
つ
い
て
、
「
あ
る
作
品
か
ら
強
い
感
動
を
受
け

た
と
き
［
…
］
誰
か
に
、
ぜ
ひ
そ
の
感
動
を
語
り
た
い
」
と
い
う
「
「
語
り

あ
い
」
で
は
な
い
か
と
思
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
彼
の
批

評
論
の
根
底
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
志
向
と
し
て
留
意
し
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
「
そ
の
際
、
互
い
の
間
に
語
り
あ
え
る
よ
う

な
「
共
通
の
こ
と
ば
」
が
無
い
と
、
語
ろ
う
に
も
語
れ
な
い
。
」
と
も
述
べ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
志
向
か
ら
、
「
語
り
あ
え
る
よ
う
な
「
共
通
の
こ
と
ば
」
」
は
、

批
評
の
も
う
一
つ
の
働
き
で
あ
る
作
品
の
価
値
評
価
を
無
視
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
む
し
ろ
「
分
析
」
こ
そ
、
そ
れ
に
先
行
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
「
分
析
批
評
」
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
基

本
的
な
特
質
は
、
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
由
来
の
「
表
現
に
ぴ
た
り
と

添
っ
た
「
精
細
な
読
み
（
の
」
・
の
①
［
８
ｓ
ロ
、
）
」
こ
そ
文
学
研
究
の
第
一
義
」

と
す
る
点
に
あ
る
。
「
分
析
」
と
は
、
一
般
に
複
雑
な
事
象
を
そ
れ
を
構
成

す
る
要
素
に
分
け
、
そ
の
構
成
を
解
明
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
小
西
の
「
分

析
批
評
」
に
お
い
て
、
「
「
語
り
あ
い
」
の
た
め
の
「
共
通
の
こ
と
ば
」
が
、
「
分

析
」
と
い
う
、
〈
距
離
〉
を
生
み
出
す
営
為
と
表
裏
一
体
で
あ
る
点
は
、
強
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調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
（
『
詩
学
』
一
○
－
一
二

さ
て
、
そ
の
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
は
、
一
九
四
○
年
代
大
い
に
隆

盛
を
誇
っ
た
も
の
の
、
一
九
五
○
年
代
に
は
「
表
現
へ
の
過
度
な
密
着
」
と

い
う
弊
害
が
生
ま
れ
、
「
作
品
そ
の
も
の
だ
け
を
対
象
と
し
た
結
果
、
そ
の

作
品
を
支
え
る
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
も
疎
外
さ
れ
、
結
局
は
ニ
ュ
ウ
・
ク

リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
自
身
が
や
せ
細
っ
て
い
く
こ
と
に
な
」
（
『
詩
学
』
一
二
）
り
、

そ
れ
へ
の
反
省
か
ら
、
「
分
析
批
評
」
は
、
歴
史
的
・
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス

ト
の
な
か
で
表
現
を
と
ら
え
、
精
密
な
本
文
批
判
を
採
り
入
れ
、
深
層
心
理

学
や
人
類
学
か
ら
原
像
（
胃
ｓ
の
ロ
ロ
①
）
の
観
点
を
ま
な
び
、
［
…
］
つ
ま
り
、

様
々
な
角
度
よ
り
す
る
研
究
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
中
心

に
表
現
分
析
を
置
く
の
で
あ
る
」
（
『
詩
学
」
一
四
’
一
五
）
と
し
て
い
る
。

小
西
は
、
そ
れ
を
、
こ
の
よ
う
に
折
衷
化
し
つ
つ
も
、
「
そ
の
中
心
に
表
現

分
析
の
据
え
ら
れ
た
批
評
」
、
「
か
つ
て
の
ニ
ュ
ウ
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
超

え
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
ま
た
、
決
し
て
別
も
の
で
も
な
い
」
ｓ
詩
学
』

一
五
）
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム

の
日
本
へ
の
紹
介
が
「
理
念
に
つ
い
て
の
解
説
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ

こ
で
は
、
理
念
よ
り
も
、
表
現
の
分
析
に
あ
た
っ
て
の
「
実
際
の
分
析
技
術
」

の
紹
介
が
な
き
れ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

実
際
、
続
く
「
表
現
分
析
の
め
や
す
」
と
い
う
章
で
は
、
前
章
を
受
け
て
「
作

者
・
意
図
」
に
は
じ
ま
り
「
評
価
」
に
い
た
る
ま
で
の
簡
潔
な
概
念
規
定
が

な
き
れ
る
。
第
三
章
「
ど
う
分
析
す
る
か
」
で
は
「
ジ
ャ
ン
ル
さ
だ
め
」
か

ら
「
韻
文
の
あ
つ
か
い
」
ま
で
実
践
的
な
分
析
の
手
順
が
示
さ
れ
る
。
第
一

部
を
構
成
す
る
も
う
一
つ
の
論
文
は
、
「
日
本
の
ニ
ュ
ウ
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ

ム
」
で
は
、
「
ニ
ュ
ウ
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
Ⅱ
「
分
析
批
評
」
に
お
け
る
「
表

現
分
析
」
の
観
点
と
類
比
で
き
る
よ
う
な
日
本
古
典
文
学
の
批
評
的
系
譜
が
、

藤
原
俊
成
か
ら
本
居
宣
長
ま
で
辿
ら
れ
る
。
第
二
部
・
第
三
部
は
、
こ
の
分

析
の
実
践
、
適
用
例
と
い
え
る
。
第
二
部
は
、
日
本
古
典
文
学
へ
の
適
用
例

で
、
「
芭
蕉
発
句
分
析
批
評
の
試
み
」
と
い
う
副
題
の
も
の
を
含
む
、
囚
篇

の
芭
蕉
論
で
構
成
さ
れ
、
「
分
析
批
評
」
に
お
け
る
、
芭
蕉
と
漢
文
学
の
比

較
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
「
分
析
批
評
」

の
原
型
で
あ
る
、
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
草
創
期
の
代
表
的
批
評

家
、
た
と
え
ば
、
ア
レ
ン
・
テ
イ
ト
］
○
百
○
己
①
】
シ
一
｝
①
ご
月
日
①
（
一
八
九
九

’
一
九
七
九
）
や
ジ
ョ
ン
・
ク
ロ
ウ
・
ラ
ン
サ
ム
］
９
口
、
【
○
コ
①
内
目
の
。
白

（
一
八
八
八
’
一
九
七
四
）
、
ロ
バ
ー
ト
・
ペ
ン
・
ウ
ォ
レ
ン
用
ｇ
の
１
℃
の
ロ
ロ

三
回
目
目
（
一
九
○
五
－
一
九
八
九
）
は
、
同
時
に
詩
人
で
も
あ
り
、
こ
の

派
の
批
評
の
対
象
と
し
て
も
っ
と
も
重
き
が
置
か
れ
た
の
が
詩
で
あ
っ
た
こ

と
を
念
頭
に
お
く
と
、
ま
ず
は
、
俳
譜
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
対
象
と
す
る
こ

と
は
、
当
を
得
た
選
択
と
い
え
る
。
第
三
部
は
、
同
時
代
の
文
学
作
品
へ
の

適
用
例
で
あ
り
、
古
典
と
の
関
係
で
一
一
一
島
由
紀
夫
の
三
つ
の
作
を
扱
っ
て
い

る
。以
下
に
見
る
よ
う
に
「
離
れ
」
と
い
う
概
念
は
、
「
作
者
（
四
三
ヶ
・
［
）
」
、
「
享

受
者
（
目
日
の
貝
の
）
」
ま
た
は
「
素
材
（
白
昌
の
畠
」
の
）
」
の
関
係
に
関
わ
る
。
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「
詩
学
」
の
な
か
で
こ
の
「
離
れ
」
①
の
岳
①
号
日
の
【
目
の
①
と
い
う
概
念
が

は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、
第
二
部
の
「
「
鴨
の
声
ほ
の
か
に
白
し
」
ｌ
芭

蕉
発
句
分
析
批
評
の
試
み
」
に
お
い
て
で
あ
る
。

小
西
は
、
貞
亨
期
に
蕉
風
が
確
立
し
た
と
い
う
定
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

従
来
、
そ
の
表
現
の
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
貞
享
期
の
代
表
的
発
句
「
海
暮
れ
て
鴨
の
声
ほ
の
か
に
白
し
」
を
取
り

上
げ
て
論
じ
、
貞
亨
期
の
特
徴
を
、
「
景
色
を
景
色
と
し
て
描
く
ゆ
き
か
た
」

す
な
わ
ち
、
分
析
批
評
の
用
語
で
「
描
写
型
（
こ
の
の
已
已
く
の
Ｂ
ａ
の
）
」
に

当
た
る
も
の
と
考
え
、
そ
れ
ま
で
俳
壇
で
は
心
情
表
白
を
旨
と
す
る
「
説
示

型
（
の
壱
・
の
一
ｓ
二
日
・
」
の
）
」
や
「
表
明
型
（
』
の
、
一
胃
昌
ぐ
①
日
。
こ
の
）
」
が
支

配
的
で
、
な
ぜ
そ
う
し
た
「
描
写
型
」
の
発
句
が
出
現
し
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
問
題
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
し
て
、
「
芭
蕉
が
接
し
て
い
た
は
ず
の
古
典
で

な
に
か
描
写
型
へ
の
傾
倒
を
動
機
づ
け
そ
う
な
も
の
」
を
探
る
う
ち
に
、
南

宋
末
期
の
周
弼
が
編
集
し
た
、
中
晩
唐
の
詩
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
『
三
体

詩
」
に
行
き
当
た
る
。
小
西
は
、
芭
蕉
に
お
け
る
貞
享
期
の
表
現
上
の
転
換

に
比
較
し
う
る
中
国
古
典
詩
史
上
の
表
現
上
の
モ
ー
ド
に
お
け
る
転
換
を
、

こ
こ
で
は
、
特
に
、
「
作
者
（
四
三
ケ
。
【
）
」
と
「
素
材
（
日
呉
の
【
国
一
の
）
」
の
関

わ
り
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
概
念
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

「
離
れ
」
の
⑪
→
ゴ
の
一
一
○
Ｑ
－
の
釘
．
○
の
の
導
入

「
実
」
Ⅱ
説
示
型
に
「
虚
」
Ⅱ
「
説
示
型
」
「
表
明
型
」
よ
り
も
重
き
を
置
く

周
弼
の
詩
観
や
南
宋
末
期
の
詩
壇
に
見
る
わ
け
で
あ
る
。

「
離
れ
」
と
い
う
概
念
が
導
入
き
れ
る
の
は
、
こ
の
貞
享
期
の
蕉
風
の
特

徴
で
あ
る
「
描
写
型
」
と
、
近
代
俳
句
的
な
「
写
生
」
の
違
い
を
明
確
に
す

る
に
あ
た
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

貞
享
期
に
お
け
る
芭
蕉
の
描
写
型
表
現
は
、
と
も
す
れ
ば
、
正
岡
子

規
流
の
意
味
で
の
客
観
写
生
と
混
同
さ
れ
や
す
い
。
が
、
両
者
は
決
し

て
同
じ
で
は
な
い
。
子
規
及
び
そ
の
継
承
者
た
ち
が
ふ
り
か
ざ
し
た
客

観
写
生
な
る
も
の
は
、
作
者
が
経
験
し
た
と
お
り
を
忠
実
に
写
し
と
る

こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
批
評
用
語
で
い
う
「
離
れ
」
（
の
ｍ
ｓ
①
弓

臼
の
己
冒
①
）
を
持
た
な
い
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
離
れ
」
と
は
作

者
（
四
三
言
【
）
と
享
受
者
（
四
三
一
①
貝
の
）
あ
る
い
は
素
材
（
日
昌
の
昌
一
の
）

と
の
関
わ
る
距
離
を
一
一
一
一
口
う
。
享
受
者
に
対
す
る
「
離
れ
」
が
ゼ
ロ
で
あ

れ
ば
、
た
と
え
ば
、
子
規
の
作
っ
た
句
に
お
い
て
享
受
者
に
何
か
を
語

り
か
け
て
く
る
話
主
（
巴
の
畠
の
【
）
は
子
規
本
人
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
素
材
に
対
す
る
「
離
れ
」
が
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
句
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
事
実
は
す
べ
て
作
者
子
規
の
経
験
と
一
致
し
、
少
し
も
仮
構

を
ま
じ
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
写
生
論
は
、
実
は
、
欧
米
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に

対
す
る
明
治
期
文
化
人
た
ち
の
誤
解
も
し
く
は
認
識
不
足
か
ら
生
ま
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文
脈
上
、
子
規
の
「
客
観
写
生
」
的
な
観
点
で
「
貞
享
期
に
お
け
る
芭
蕉

の
描
写
型
表
現
」
を
解
釈
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
こ
と
は
、
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
小
西
は
、
の
の
岳
①
言
日
の
画
冒
①
と
い
う
原
語
に
対
し

て
、
「
離
れ
」
と
い
う
訳
語
を
与
え
て
い
る
。
字
義
ど
お
り
に
は
、
「
美
的
距

離
」
あ
る
い
は
「
審
美
的
距
離
」
と
で
も
訳
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
先
取
り

的
に
指
摘
し
て
お
け
ば
、
こ
の
翻
訳
か
ら
は
、
小
西
の
こ
の
概
念
に
対
す
る

解
釈
や
彼
の
分
析
批
評
の
理
論
的
特
質
、
さ
ら
に
は
、
代
表
作
『
日
本
文
藝

史
」
に
お
け
る
独
自
な
展
開
に
い
た
る
ま
で
、
極
め
て
多
く
を
示
唆
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
語
の
①
の
ｇ
の
弓
と
は
、
〈
美
的
な
〉
、
〈
美
学
の
〉
〈
審

美
的
な
〉
と
い
う
意
味
だ
が
、
語
源
的
に
は
、
〈
感
覚
に
よ
っ
て
知
覚
す
る

こ
と
〉
を
意
味
す
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
巴
の
ｓ
①
二
・
の
に
由
来
し
、
〈
感
覚
性
〉

〈
感
受
性
〉
を
含
意
し
て
い
る
。
〈
審
美
性
〉
と
い
え
ば
、
芸
術
・
技
術
に
か

か
わ
る
と
い
う
意
味
で
〈
人
工
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
〉
を
持
つ
で
あ
ろ
う
し
、
〈
感

覚
性
〉
と
い
え
ば
、
よ
り
知
覚
の
鋭
敏
さ
と
い
う
〈
自
然
的
・
身
体
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
〉
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
〈
風
雅
〉
〈
雅
〉
と
い
っ
た
両
方
を
媒

介
し
包
括
す
る
美
的
・
文
化
的
存
在
様
式
の
意
味
合
い
で
も
用
い
る
こ
と
の

で
き
る
言
葉
で
あ
る
。
の
の
弓
①
号
臼
の
（
目
の
①
と
は
、
語
義
的
に
は
、
こ
う
し

た
向
義
性
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
点
で
は
〈
架
橋
〉
的
な
形
容
詞
と
、
分
析

れ
た
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
芭
蕉
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
（
『
詩
学
』

九
四
－
九
五
）

の
本
質
と
も
い
え
る
〈
距
離
〉
ｓ
の
百
口
の
①
［
ラ
テ
ン
語
の
動
詞
＆
の
【
胃
の
Ⅱ

日
の
「
分
離
し
て
」
＋
の
画
［
の
「
立
っ
て
い
る
」
か
ら
由
来
す
る
］
と
い
う
名

詞
の
接
合
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
言
葉
を
「
離
れ
」
と
翻
訳

す
る
こ
と
で
、
小
西
が
、
そ
こ
か
ら
い
か
な
る
「
離
れ
」
を
産
み
出
し
た
の

か
と
い
う
の
が
、
拙
論
の
主
た
る
関
心
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
創
設
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ク
ロ
ウ
・
ラ
ン

サ
ム
は
、
こ
の
概
念
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
拙
論
で
展
開

さ
れ
る
こ
の
概
念
の
基
本
的
な
意
味
合
い
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
規
定

で
あ
る
。『
趣
味
に
関
す
る
多
数
意
見
が
、
芸
術
家
は
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
自
己

を
表
現
す
べ
し
、
と
定
め
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
、

芸
術
家
を
し
て
自
己
を
直
接
に
表
現
さ
せ
ま
い
と
い
う
意
図
に
出
た
も

の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
フ
ォ
ー
ム
の
伝
統
が
、
芸
術
家
を
対
象

へ
の
直
接
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ま
も
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
伝

統
の
背
後
に
は
、
直
接
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
芸
術
家
に
と
っ
て
危
険
で
あ

る
、
時
に
は
命
取
り
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
、
と
い
う
意
識
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。
［
…
］
し
た
が
っ
て
私
は
、
芸
術
は
つ
ね
に
、
た
ぶ
ん
必
然

的
に
、
一
種
の
回
り
道
で
あ
る
、
と
言
お
う
と
思
う
。
固
定
し
た
芸

術
の
フ
ォ
ー
ム
が
、
芸
術
制
作
の
回
り
道
を
、
調
契
的
圃
蝋
を
保
証
し

て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
尋
①
ご
胃
量
吋
回
〕
＆
、
所
収
二
可
・
『
白
の
四
目
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と
す
る
当
時
の
左
翼
に
対
す
る
批
判
的
な
態
度
を
含
意
す
る
も
の
で
あ
り
、

分
析
批
評
も
「
あ
く
ま
で
も
作
品
自
身
に
密
着
す
る
」
と
い
う
点
で
そ
れ
を

引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
「
美
的
距
離
」
は
、
左
翼
の
作
家
の
方
法
論
に
も
な
り
え
た
。
拙

論
の
補
助
線
で
あ
る
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
九
五
○
年
代

に
、
一
時
ブ
レ
ヒ
ト
演
劇
に
熱
中
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
当
時
書
か
れ
た

い
く
つ
か
の
ブ
レ
ヒ
ト
論
お
よ
び
演
劇
評
を
読
む
と
、
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
ッ

こ
の
よ
う
な
、
表
現
Ⅱ
フ
ォ
ー
ム
と
芸
術
家
の
「
思
想
」
を
切
り
離
す
態

度
は
、
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
直
面
し
て
い
た
、
先
行
あ
る
い
は
対

立
す
る
文
学
上
の
批
評
態
度
へ
の
対
抗
的
な
必
要
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

一
九
二
○
年
代
か
ら
一
一
一
○
年
代
に
か
け
て
、
文
藝
を
社
会
的
な
観
点
か

ら
意
義
づ
け
る
ゆ
き
か
た
が
流
行
し
、
［
…
］
こ
の
ゆ
き
か
た
が
、
い

ち
ば
ん
鮮
明
な
形
を
と
る
の
は
、
唯
物
史
観
を
尺
度
に
し
て
作
品
を
評

価
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
然
「
思
想
」
を
思
想
と
し
て
重
視

す
る
態
度
に
傾
く
が
、
作
品
か
ら
抽
出
さ
れ
た
「
思
想
」
は
、
も
は
や

文
学
研
究
の
対
象
で
は
な
い
ｓ
詩
学
」
九
）

、
】
（
旨
の
ロ
の
ニ
レ
｛
れ
り
。
）
（
Ⅲ
）

「
「
離
れ
」
と
は
作
者
（
目
言
・
『
）
と
享
受
者
（
四
三
一
の
胃
①
）
あ
る
い
は

素
材
（
ヨ
ニ
の
昌
一
の
）
と
の
関
わ
る
距
離
を
言
う
。
」
と
い
う
す
で
に
引
用
し

た
「
離
れ
」
の
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
の
内
、
「
作
者
」
と
「
素
材
」
の
「
離
れ
」

に
つ
い
て
は
、
小
西
は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
西
は
、

貞
享
期
の
蕉
風
を
特
徴
を
、
分
析
批
評
の
用
語
で
「
描
写
型
」
に
当
た
る
も

の
と
考
え
、
そ
れ
ま
で
俳
壇
で
支
配
的
で
あ
っ
た
心
「
説
示
型
」
や
「
表
明

型
」
か
ら
「
描
写
型
」
へ
の
移
行
に
相
当
す
る
、
中
国
古
典
詩
史
上
の
表
現

上
の
モ
ー
ド
に
お
け
る
転
換
を
、
「
芭
蕉
が
接
し
て
い
た
は
ず
の
古
典
」
を

探
る
う
ち
に
、
南
宋
末
期
の
『
三
体
詩
』
の
編
集
者
周
弼
の
詩
論
に
お
け
る

ク
た
ち
と
は
思
想
的
に
は
逆
に
、
以
下
の
よ
う
に
ブ
レ
ヒ
ト
の
〈
異
化
効
果
〉

を
通
じ
て
、
〈
美
的
距
離
〉
を
〈
政
治
的
距
離
〉
と
し
て
摂
取
し
て
い
た
ざ

ま
が
見
て
取
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

、
、
、
、
、

ブ
レ
ヒ
ト
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
の
す
べ
て
は
距
離
を
と
る
と
い
う

必
要
性
に
従
っ
て
お
り
、
こ
の
距
離
の
実
現
に
こ
そ
演
劇
の
本
質
的
部

分
が
賭
け
ら
れ
て
い
る
。
問
題
な
の
は
な
ん
ら
か
の
劇
的
ス
タ
イ
ル
の

成
功
で
は
な
く
、
観
客
の
意
識
そ
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
歴
史

を
つ
く
る
そ
の
力
で
あ
る
。
Ｚ

「
素
材
離
れ
」
を
媒
介
す
る
比
較
文
学
的
間
テ
ク
ス
ト
性
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「
虚
」
Ⅱ
「
説
示
型
」
「
表
明
型
」
に
対
す
る
「
実
」
Ⅱ
描
写
型
の
優
位
と
い

う
主
張
に
見
出
す
。
そ
し
て
、
「
芭
蕉
が
接
し
て
い
た
」
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
、
寛
永
期
に
刊
行
さ
れ
た
禅
僧
紫
陽
素
隠
の
『
三
体
詩
』
の
講
詩
書
『
’
一
一

体
詩
紗
』
や
同
時
期
の
他
の
禅
僧
に
よ
る
「
抄
物
」
の
訓
釈
と
原
詩
、
そ
し

て
、
芭
蕉
の
句
の
表
現
を
比
較
検
討
し
て
以
下
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
古
典
研
究
で
い
う
、
い
わ
ゆ
る
典
拠
の
厳
密
な

解
明
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
前
節
で
引
用
し
た
ラ
ン
サ
ム
で
の
言
葉
で

い
え
ば
、
「
芸
術
家
を
対
象
へ
の
直
接
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ま
も
っ
て
く
れ

る
」
「
フ
ォ
ー
ム
の
伝
統
」
、
。
種
の
回
り
道
」
の
意
識
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

「
典
拠
」
の
「
穿
鑿
」
よ
り
も
、
そ
う
い
っ
た
〈
審
美
的
〉
セ
ン
ス
に
よ
る
「
迂

こ
の
類
の
詩
が
ほ
か
に
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
芭
蕉
は
「
何

か
シ
ナ
の
詩
で
見
か
け
た
よ
う
な
と
り
あ
わ
せ
」
と
い
っ
た
程
度
の

意
識
で
構
成
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
拠
り

所
に
な
っ
た
の
が
何
の
詩
で
あ
る
か
ｌ
と
い
う
穿
鑿
は
比
較
文
学
の
立

場
か
ら
見
れ
ば
、
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
。
注
目
さ
れ
て
よ
い
の

は
、
そ
れ
よ
り
も
芭
蕉
が
実
際
の
経
験
に
か
な
ら
ず
し
も
拘
泥
せ
ず
、

シ
ナ
詩
の
世
界
を
頭
に
お
く
こ
と
に
よ
り
、
素
材
と
の
間
に
「
離
れ
」

（
以
下
「
素
材
離
れ
」
と
称
す
る
）
を
持
っ
た
点
で
あ
る
。
Ｓ
詩
学
』

九
四
）

回
」
の
意
識
が
「
比
較
文
学
の
立
場
か
ら
」
提
起
き
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
り
、
享
受
者
の
比
較
文
学
的
素
養
Ⅱ
〈
間
テ
ク
ス
ト
性
〉
が
問
わ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

こ
う
い
う
立
場
で
の
「
伝
統
」
の
参
照
枠
を
、
〈
文
化
〉
一
般
に
ま
で
拡
大
し
、

一
般
化
、
原
理
化
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
、
〈
作
者
〉
・
〈
読
者
〉
・
〈
テ
ク
ス
ト
〉

全
体
を
循
環
す
る
テ
ク
ス
ト
現
象
と
い
う
過
程
と
考
え
る
、
前
述
の
ロ
ラ
ン
・

バ
ル
ト
の
よ
う
な
〈
テ
ク
ス
ト
論
〉
に
逢
着
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
小
西
の

場
合
、
参
照
枠
が
〈
文
学
Ⅱ
審
美
性
〉
〈
学
問
的
制
度
性
〉
の
埒
内
で
あ
る

と
い
う
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
態
度
的
に
は
ほ
と
ん
ど
テ
ク
ス

ト
論
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

〈
テ
ク
ス
ト
〉
と
は
、
操
作
し
う
る
対
象
で
は
な
く
、
書
物
を
開
き
文
字

に
視
線
を
落
と
す
と
き
に
し
か
成
立
せ
ず
、
そ
の
た
び
ご
と
に
異
な
っ
た
テ

ク
ス
ト
と
し
て
の
み
反
覆
さ
れ
う
る
現
象
Ⅱ
経
験
で
あ
る
。
〈
読
者
〉
と
は
、

既
に
読
む
と
い
う
体
験
と
し
て
の
〈
テ
ク
ス
ト
〉
と
い
う
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
産

物
と
し
て
、
い
わ
ば
す
で
に
断
片
化
し
た
〈
間
テ
ク
ス
ト
〉
の
肉
化
し
た
存

在
で
あ
り
、
〈
作
品
〉
と
は
、
そ
う
し
た
く
読
者
〉
を
織
り
込
む
あ
る
い
は

／
か
つ
読
者
が
織
り
込
ま
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
口
実
に
過
ぎ
な
い
。

こ
こ
か
ら
、
読
む
こ
と
の
い
わ
ゆ
る
〈
間
テ
ク
ス
ト
性
〉
の
問
題
を
考
え

る
こ
と
が
出
来
る
。
〈
間
テ
ク
ス
ト
性
〉
と
は
、
す
で
に
肉
化
し
た
間
テ
ク

ス
ト
断
片
で
あ
る
読
者
と
、
新
た
な
テ
ク
ス
ト
と
の
相
互
触
発
と
考
え
ら
れ

る
。
読
む
と
い
う
経
験
を
通
じ
て
、
読
者
と
読
ま
れ
る
テ
ク
ス
ト
は
、
相
互
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の
内
な
る
テ
ク
ス
ト
（
の
開
口
部
）
を
発
見
す
る
わ
け
で
、
そ
の
時
間
的
順

序
は
、
書
か
れ
た
順
序
と
は
無
関
係
と
い
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。

プ
ル
ー
ス
ト
に
時
代
的
に
先
行
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
や
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル

の
作
品
の
一
節
を
読
む
と
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
テ
ク
ス
ト
が
想
起
さ
れ
て
く
る

と
い
う
経
験
を
述
べ
な
が
ら
、
バ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
曼
茶
羅
」
と
は
空
海
の
文
学
理
論
の
専
門
家
で
あ
っ
た
小
西
に
は
も
っ
と

も
親
し
い
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
、
彼
が
研
究
校
訂
し
た
『
文
鏡
秘

府
論
」
自
体
、
空
海
が
編
集
し
た
複
数
の
漢
詩
文
の
理
論
か
ら
の
抜
粋
要
約

私
は
常
套
句
の
支
配
、
起
源
の
逆
転
、
先
に
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
後

に
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
由
来
さ
せ
て
読
む
気
楽
さ
を
味
わ
う
。
プ

ル
ー
ス
ト
の
作
品
は
、
少
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
は
、
参
考
書
で
あ
り
、

［
…
］
文
学
の
宇
宙
開
關
説
の
曼
茶
羅
で
あ
る
［
…
］
。
こ
れ
は
私
が
プ

ル
ー
ス
ト
の
《
専
門
家
》
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
全
然
な
い
。
プ
ル
ー

ス
ト
は
私
に
や
っ
て
来
る
の
で
あ
っ
て
、
私
が
呼
び
寄
せ
る
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
《
権
威
》
で
は
な
い
。
単
に
、
循
環
す
る
記
憶
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
こ
そ
間
‐
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
、
無
限
の
テ
ク
ス
ト
の

外
で
生
き
る
こ
と
の
不
可
能
性
で
あ
る
ｌ
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
プ
ル
ー

ス
ト
で
あ
ろ
う
と
、
日
刊
新
聞
で
あ
ろ
う
と
、
テ
レ
ビ
の
画
面
で
あ
ろ

う
と
構
わ
な
い
。
本
が
意
味
を
生
む
。
意
味
が
生
命
を
生
む
の
だ
。
（
六
）

小
西
は
、
具
体
的
に
、
「
海
暮
れ
て
鴨
の
声
ほ
の
か
に
白
し
」
と
い
う
句

の
表
現
レ
ヴ
ェ
ル
の
何
を
も
っ
て
「
素
材
離
れ
」
と
〈
感
じ
た
〉
Ⅱ
の
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
〈
審
美
性
〉
の
指
標
の
問
題
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
う
と
、

の
点
綴
で
あ
り
、
バ
ル
ト
に
お
け
る
プ
ル
ー
ス
ト
の
テ
ク
ス
ト
に
当
た
る
も

の
と
相
同
的
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
テ
ク

ス
ト
と
し
て
読
む
こ
と
と
は
、
他
の
断
片
と
横
断
的
に
〈
比
較
〉
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
元
の
テ
ク
ス
ト
の
枠
組
み
か
ら
あ
る
部
分
を
析
出
し
、
そ
れ
を

織
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
断
片
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
新
た
な
テ

ク
ス
ト
を
生
成
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
地
口
好
き
な
バ
ル
ト
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
「
比
較
〈
コ
ン
パ
レ
ゾ
ン
〉
は
理
〈
レ
ゾ
ン
〉
で
あ
る
」
Ｅ

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
小
西
の
解
釈
は
、
対
象
と
す
る
テ
ク
ス
ト
の
時
間

的
順
序
こ
そ
逆
転
し
て
な
い
も
の
の
（
但
し
次
節
で
見
る
よ
う
に
そ
の
解
釈

が
「
素
材
離
れ
」
や
「
共
感
覚
」
い
っ
た
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
経
由

の
方
法
概
念
か
ら
着
想
き
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
や
は
り
逆
転
し
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
）
、
『
三
体
詩
」
と
「
一
一
一
体
詩
紗
」
と
芭
蕉
の
俳
句
を
点
綴
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
〈
間
テ
ク
ス
ト
性
〉
を
産
み
出
す
作
業
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

「
素
材
離
れ
」
の
指
標
と
し
て
の
「
共
感
覚
」

ｌ
イ
メ
ー
ジ
の
「
離
れ
」
と
「
翻
訳
」
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こ
の
よ
う
に
「
イ
メ
ィ
ジ
」
は
、
「
感
覚
」
に
よ
る
〈
事
物
表
象
〉
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
問
題
の
芭
蕉
の
句
の
共
感
覚
技
法
と
は
い
か
な

小
西
は
、
こ
の
句
の
イ
メ
ー
ジ
の
用
法
を
検
討
し
て
、
そ
れ
を
欧
米
の
批
評

用
語
で
い
う
「
共
感
覚
（
の
百
四
の
の
ｓ
の
の
国
）
」
に
求
め
て
い
る
。
〈
共
感
覚
〉

と
は
心
理
学
用
語
と
し
て
は
、
〈
色
聴
〉
の
よ
う
に
、
音
を
聞
く
と
色
が
見

え
る
と
い
う
よ
う
に
一
つ
の
感
覚
へ
の
刺
激
が
異
な
る
領
域
の
感
覚
を
も
引

き
起
こ
す
現
象
の
こ
と
を
言
う
。
だ
が
、
そ
れ
を
論
じ
る
に
ま
え
に
、
分

析
批
評
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
イ
メ
ィ
ジ
」
と
「
イ
メ
ジ
ェ
リ
」

に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
彼
の
規
定
を
引
用
し
て
お
く
。
『
詩
学
」
の
「
分

析
批
評
の
あ
ら
ま
し
」
の
な
か
で
は
、
詩
の
分
析
の
用
語
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
「
共
感
覚
」
と
の
関
連
で
重
要
な
規
定
は
以
下
の
部
分
で
あ

ろ
う
０詩
に
お
い
て
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
イ
メ
ジ
ェ
リ
す
な
わ
ち
イ
メ
ィ

ジ
の
用
法
で
あ
る
。
批
評
用
語
と
し
て
の
「
イ
メ
ィ
ジ
」
は
日
常
的
な

使
い
か
た
と
い
く
ら
か
違
う
。
す
な
わ
ち
「
事
物
の
感
覚
に
よ
る
具
体

的
な
提
示
」
が
、
イ
メ
ィ
ジ
で
あ
る
。
こ
の
際
、
感
覚
は
、
視
覚
・
聴

覚
・
嗅
覚
・
触
覚
・
味
覚
の
ど
れ
で
も
よ
い
け
れ
ど
、
も
と
も
と
イ
メ
ィ

ジ
の
原
義
が
「
肖
像
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
自
然
視
覚
が
い
ち
ば
ん

多
く
使
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
（
「
詩
学
」
二
四
）
）

前
述
し
た
心
理
学
用
語
〈
色
聴
〉
の
現
象
の
詩
的
表
現
と
し
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
小
西
は
、
こ
う
し
た
技
法
が
、
欧
米
の
詩
に
見
ら
れ
る
の
が
、

ロ
マ
ン
派
か
ら
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
を
代
表
と
す
る
象
徴
詩
に
お
い
て
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
十
七
世
紀
後
半
の
芭
蕉
の
句
に
こ
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
わ
け
だ
が
、
重
要
な
の
は
「
感
覚
」
と
の
関
連

性
で
、
支
配
的
な
の
は
「
視
覚
」
で
あ
る
が
複
数
の
感
覚
（
五
感
）
に
わ

る
も
の
●
な
の
か
。

の
「
白
し
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
用
法
が
、
禅
的
な
表
現
と
無
縁
で
は
な

い
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
来
「
白
し
」
は
、
色
彩
に
つ
い
て
言
わ
れ

る
は
ず
の
語
で
あ
る
の
に
、
右
の
句
で
は
、
鴨
の
「
声
」
に
対
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
不
可
視
の
対
象
に
つ
い
て
「
白
し
」

と
い
っ
た
例
は
、
天
和
期
よ
り
前
に
は
存
在
し
な
い
け
れ
ど
、
元
禄
期

の
句
に
は
見
え
る
。
（
『
詩
学
』
一
○
八
）
）

海
暮
れ
て
鴨
の
声
ほ
の
か
に
円
し

貞
亨
期
の
作
品
に
お
け
る
ト
ー
ン
が
禅
的
な
も
の
に
関
わ
り
を
持
つ
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
イ
メ
ィ
ジ
の
用
法
を
検
討
す
る
う
え
に
も
、
す
ぐ

な
か
ら
ぬ
示
唆
を
あ
た
え
そ
う
で
あ
る
。
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た
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
「
離
れ
」
①
の
言
の
号
昌
の
己
冒
の
の
①
の
Ｓ
①
弓
が

〈
感
覚
的
な
〉
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
の
宮
口
の
の
言
の
の
白
く
「
複
数
の
）

感
覚
」
四
の
の
Ｂ
の
の
国
が
「
共
存
」
の
言
す
る
こ
と
〉
は
、
同
じ
語
源
の
語
根

四
の
の
ｓ
①
の
国
を
含
み
、
「
イ
メ
ィ
ジ
」
の
感
覚
性
と
が
通
底
し
や
す
い
こ
と
は

容
易
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
共
感
覚
技
法
」
の
百
四
の
の
旨
の
の
国
を
、
「
離

れ
」
①
の
弓
の
号
日
の
（
旨
の
①
の
指
標
と
し
て
着
眼
し
た
小
西
の
手
際
の
よ
さ
を

う
か
が
え
る
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
小
西
が
、
「
イ
メ
ィ
ジ
」
の
「
離
れ
」
と
い
う
技
法
自
体
が

何
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
の
推
論
に
お
い
て
拠
り
所

を
求
め
る
の
も
、
比
較
文
学
的
な
「
審
美
的
迂
回
」
Ⅱ
「
離
れ
」
で
あ
る
。

日
本
文
学
の
伝
統
に
お
い
て
和
歌
に
も
先
立
つ
共
感
覚
技
法
の
例
が
あ
る
こ

と
は
み
と
め
つ
つ
も
、
俳
句
よ
り
も
和
歌
の
表
現
を
摂
取
す
る
こ
と
に
積
極

的
で
あ
っ
た
連
歌
に
お
い
て
、
共
感
覚
の
例
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を

理
由
に
、
そ
れ
か
ら
の
影
響
関
係
を
退
け
て
、
そ
の
代
わ
り
に
小
西
が
導
入

す
る
の
も
、
や
は
り
、
禅
林
を
通
じ
て
移
入
さ
れ
た
「
シ
ナ
の
詩
」
の
影
響
、

よ
り
精
確
に
言
え
ば
、
前
出
の
禅
僧
紫
陽
素
隠
の
講
詩
書
『
三
体
詩
紗
」
や

同
時
期
の
禅
僧
に
よ
る
の
「
抄
物
」
に
み
ら
れ
る
、
「
禅
僧
に
よ
る
詩
の
「
よ

み
か
た
」
」
の
美
学
①
の
弓
の
号
の
で
あ
る
。
問
題
の
句
の
「
鴨
の
声
ほ
の
か
に

白
し
」
は
、
『
三
体
詩
紗
』
に
お
け
る
司
空
図
の
「
寄
永
嘉
崔
道
融
」
の
一

節
「
戊
鼓
和
潮
暗
」
に
つ
い
て
の
素
隠
の
釈
「
其
ノ
声
ガ
潮
ノ
音
一
一
和
シ
テ
、

暗
中
ニ
キ
コ
ヘ
タ
ゾ
」
を
媒
介
に
、
そ
の
訓
「
戊
鼓
潮
に
和
し
て
暗
く
」
を

共
感
覚
技
法
と
し
て
よ
み
、
摂
取
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

で
は
、
禅
林
に
お
け
る
詩
の
「
よ
み
か
た
」
の
美
学
の
ｍ
Ｓ
①
号
の
は
い
か
な

る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
小
西
は
こ
れ
を
以
下
の
よ
う
な
、
外
国
語
を
翻
訳

す
る
に
あ
た
っ
て
見
ら
れ
る
現
象
を
手
掛
か
り
に
説
明
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
共
感
覚
技
法
は
、
日
常
語
の
な
か
に
融
け
こ
み
、
そ
れ

と
意
識
き
れ
な
く
な
る
こ
と
が
稀
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス

語
で
ぐ
・
宮
ウ
一
目
ｓ
①
と
い
え
ば
快
活
な
声
を
、
ま
た
昌
一
（
す
一
目
＆
の

と
い
え
ば
眠
れ
な
い
夜
を
意
味
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
「
白
い
」
（
ご
目
＆
の
）
が
共
感
覚
技
法
だ
と
は
意
識
さ
れ
に

く
い
か
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
「
黄
色
い
声
」
を
共
感
覚
技
法
だ

と
気
づ
き
に
く
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
共
感
覚
技
法
が
詩
の

技
法
と
し
て
効
果
を
示
す
た
め
に
は
、
日
常
語
法
と
の
間
に
そ
う
と
う

「
離
れ
」
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い

共
感
覚
技
法
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
「
あ
ま
り

見
か
け
な
い
」
と
い
う
感
じ
は
、
外
国
語
の
共
感
覚
技
法
で
あ
る
ぱ
あ

わ
た
し
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
禅
僧
に
よ
る
詩
の
「
よ
み
か
た
」

が
芭
蕉
に
共
感
覚
技
法
を
媒
介
す
る
ひ
と
つ
の
要
因
だ
っ
た
ろ
う
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
（
『
詩
学
』
一
一
三
）
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つ
ま
り
、
外
国
語
の
日
常
語
法
に
み
ら
れ
る
共
感
覚
技
法
、
た
と
え
ば
口
昌

ご
自
呂
の
を
、
字
義
通
り
和
訳
し
た
場
〈
川
の
表
現
「
白
い
夜
」
と
、
そ
の
外

国
語
の
共
感
覚
技
法
の
日
常
的
な
比
嶮
的
意
味
「
眠
れ
な
い
夜
」
と
の
落
差

Ⅱ
「
離
れ
」
を
、
フ
ラ
ン
ス
人
よ
り
も
和
訳
す
る
日
本
人
の
ほ
う
が
意
識
し

や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
翻
訳
の
過
程
で
意
識
し

た
表
現
に
、
禅
林
詩
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
意
識
的
に
、
本
国
人
に
お
け
る

の
と
は
違
っ
た
意
味
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う

い
っ
た
指
摘
は
、
ほ
と
ん
ど
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
的
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
ド

イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
へ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
最
後
の
作
品
と
な
っ
た
、

ギ
リ
シ
ア
の
悲
劇
詩
人
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
翻
訳
が
、
そ
の
過
度
な
ま
で
の
逐

語
性
ゆ
え
に
、
意
味
の
再
現
が
困
難
に
な
っ
た
事
態
に
つ
い
て
、
「
翻
訳
は
、

原
作
の
意
味
に
み
ず
か
ら
を
似
せ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
愛
を
も
っ
て

細
部
に
至
る
ま
で
、
原
作
の
持
っ
て
い
る
志
向
す
る
仕
方
を
己
れ
の
言
語
の

な
か
に
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
言
葉
を
想
起
さ
せ
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
（
△

ち
な
み
に
、
小
西
の
代
表
作
『
日
本
文
藝
史
」
に
は
、
英
訳
が
存
在
す
る

い
、
い
っ
そ
う
顕
著
で
あ
る
。
［
・
・
・
］
シ
ナ
詩
に
そ
れ
ほ
ど
共
感
覚
技

法
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
室
町
時
代
の
禅
林
詩
で
そ
れ
が
こ
の

ま
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
も
、
禅
僧
た
ち
が
シ
ナ
詩
に
本
国
人
よ
り
も
多

く
共
感
覚
技
法
を
認
め
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
（
『
詩
学
』
二
一
一
）

の
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
「
離
れ
」
は
、
引
用
符
も
付
け
ら
ず
何

の
違
和
感
も
な
く
英
文
の
な
か
に
お
さ
ま
り
か
え
っ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
・
ク

リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
由
来
の
標
準
的
文
学
教
育
を
受
け
た
読
者
は
、
原
文
に
あ
る

特
別
な
キ
ー
ワ
ー
ド
的
と
し
て
の
強
調
の
意
識
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
読

み
進
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
も
と
の
日
本
語
原
文
の
ほ
う
が
〈
翻
訳
〉

で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
も
こ
の
よ
う
な
〈
翻
訳
〉
の
観
点
か
ら

興
味
深
い
。
（
＆

さ
て
、
芭
蕉
の
共
感
覚
技
法
は
、
禅
僧
た
ち
が
外
国
語
の
詩
の
表
現
を
翻

訳
し
摂
取
す
る
過
程
で
発
見
し
た
く
異
化
効
果
〉
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
に
対

す
る
意
識
的
な
態
度
、
小
西
の
言
い
方
で
は
「
よ
み
か
た
」
を
採
り
入
れ
る

こ
と
で
、
自
国
語
を
意
識
的
に
見
直
し
、
新
た
な
ポ
エ
ジ
ー
に
転
生
さ
せ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
小
西
は
、
こ
う
し
た
禅
僧
た
ち
の
「
よ
み
か
た
」
の
う

ち
に
、
〈
不
立
文
字
〉
を
旨
と
す
る
禅
の
悟
り
の
、
言
葉
を
超
え
た
境
地
「
閑

寂
」
「
静
寂
」
の
美
学
を
見
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
日
常
あ
り
ふ
れ
た
事
が
ら
と
し
て
気
に
と
め
な
い
事
物

を
、
思
い
も
か
け
な
い
在
り
か
た
に
お
い
て
提
示
し
、
そ
の
日
常
意
識

が
破
れ
る
瞬
間
に
永
遠
な
る
真
理
を
感
得
き
せ
よ
う
と
す
る
わ
け
だ

が
、
こ
う
い
っ
た
禅
の
ゆ
き
か
た
は
、
ど
こ
と
な
く
共
感
覚
技
法
に
共

通
す
る
。
（
『
詩
学
」
一
二
一
－
一
一
四
）
）
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日
常
一
一
一
一
口
語
か
ら
詩
的
言
語
へ
の
「
離
れ
」
、
そ
し
て
そ
の
「
離
れ
」
を
介
し

て
の
こ
の
よ
う
な
言
語
自
体
か
ら
の
「
離
れ
」
Ⅱ
日
常
意
識
の
破
れ
へ
と
い

う
二
重
構
造
が
、
こ
こ
で
は
、
「
禅
」
と
い
う
仏
教
思
想
と
の
か
か
わ
り
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
日
本
中
世
仏
教
に
お
け
る
宗
教
的
体
験
の
表
現
か
ら
芭
蕉
に

い
た
る
、
ほ
と
ん
ど
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
思
わ
せ
る
詩
的
言
語
実
験
の
伝
統
に
お

け
る
「
離
れ
」
と
の
関
連
で
考
え
る
と
、
小
西
の
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た

今
回
発
見
さ
れ
た
東
京
文
理
科
大
学
文
理
学
部
国
語
学
国
文
学
専
攻
卒
業
論

文
を
含
む
『
梁
塵
秘
抄
」
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
も
の
な
の
だ

ろ
う
か
。

今
回
発
見
さ
れ
た
東
京
文
理
科
大
学
文
理
学
部
国
語
学
国
文
学
専
攻
卒
業

論
文
「
梁
塵
秘
抄
研
究
」
は
、
閲
読
の
限
り
同
一
文
を
含
む
こ
と
か
ら
、
間

違
い
な
く
小
西
甚
一
の
学
士
卒
業
論
文
と
確
認
さ
れ
た
。
二
年
後
の
昭
和

十
六
年
十
一
月
に
三
省
堂
か
ら
公
刊
さ
れ
た
、
小
西
甚
一
の
処
女
単
行
本
「
梁

塵
秘
抄
考
」
（
｜
ｇ
の
原
形
と
推
察
さ
れ
る
。
内
容
的
に
は
、
全
七
章
構
成
に

本
文
校
訂
と
注
釈
を
含
む
『
梁
塵
秘
抄
考
』
の
最
初
の
三
章
の
原
形
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
『
梁
塵
秘
抄
考
」
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
同
書
は
、
戦
中
出

版
状
況
が
厳
し
い
な
か
、
学
部
卒
業
後
二
年
に
満
た
な
い
新
進
の
研
究
が
、

文
献
学
的
研
究
か
ら
表
現
研
究
へ
の
「
離
れ
」

梁
塵
秘
抄
の
断
簡
等
の
発
見
者
で
あ
り
、
近
代
日
本
の
大
歌
人
・
国
文
学
者

で
あ
っ
た
佐
佐
木
信
綱
の
序
を
得
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
小
西
甚
一

が
極
め
て
異
例
の
早
熟
に
し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
の

証
左
で
あ
る
と
い
え
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
小
西
は
、
後
年
、
東
京
高
等
師
範
学
校
か
ら
東
京
文

理
科
大
学
に
ま
で
指
導
教
授
で
あ
っ
た
日
本
中
世
．
近
世
文
学
研
究
者
の
能

勢
朝
次
二
八
九
四
‐
一
九
五
五
）
に
、
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
五
世
紀
末

と
い
う
通
常
の
日
本
文
学
史
の
時
代
区
分
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
中
世
」
に
相

当
す
る
時
代
の
巻
で
あ
る
『
日
本
文
藝
史
」
第
三
巻
（
二
｝
を
捧
げ
、
謝
辞

の
な
か
で
、
そ
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
八
年
、
東
京
高
等
師
範
学
校
に
入
っ
た
わ
た
く
し
は
、
指
導
教

授
た
る
能
勢
朝
次
先
生
の
も
と
で
叱
ら
れ
ど
お
し
だ
っ
た
。
こ
ん
な

調
べ
で
は
駄
目
だ
Ｉ
と
叱
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
い
わ
ゆ
る
指
導
を
受

け
た
こ
と
が
、
い
ち
ど
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
［
…
］
能
勢
先
生
の

お
叱
言
は
私
が
東
京
文
理
科
大
学
に
入
っ
て
か
ら
も
根
気
よ
く
続
け
ら

れ
、
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
す
。
当
時
「
能
楽
源
流
老
』
に
没
頭
し
て

い
ら
れ
た
先
生
は
、
研
究
へ
の
情
熱
と
気
蝋
が
充
実
し
き
っ
た
時
期
で

あ
っ
て
、
そ
ば
に
寄
る
と
、
鬼
気
め
い
た
も
の
さ
え
迫
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
の
先
生
と
闘
論
す
る
の
に
、
相
手
の
土
俵
で
は
と
て
も
相
撲
に
な
ら

な
い
か
ら
、
卒
業
論
文
と
し
て
「
梁
塵
秘
抄
考
」
を
ま
と
め
た
わ
た
く
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こ
こ
で
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
史
料
を
駆
使
す
る
伝

統
的
な
実
証
主
義
的
な
能
楽
研
究
の
泰
斗
と
し
て
知
ら
れ
た
師
の
圧
倒
的
な

影
で
あ
る
。
小
西
に
と
っ
て
、
梁
塵
秘
抄
研
究
は
、
「
離
れ
」
の
初
動
の
契

機
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
師
の
研
究
領
域
で
あ
る
日
本
中
世
文
学
か
ら
の

「
離
れ
」
と
し
て
の
日
本
漢
文
学
研
究
、
師
の
研
究
方
法
で
あ
る
実
証
主
義

的
文
献
学
か
ら
の
「
離
れ
」
と
し
て
の
「
分
析
批
評
」
導
入
。
現
今
流
行
の

Ｆ
Ｄ
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
そ
の
も
の
の

よ
う
な
「
指
導
」
だ
が
、
師
の
証
言
も
聞
か
な
け
れ
ば
片
手
落
ち
と
い
う
も

よ
》
っ
な
正

の
だ
ろ
う
。

し
は
、
研
究
科
に
進
む
の
を
機
に
、
な
る
べ
く
先
生
か
ら
遠
い
領
域
に

限
る
と
考
え
、
日
本
漢
文
学
史
へ
転
向
し
た
。

そ
れ
で
も
、
い
く
ら
遠
い
領
域
の
事
で
あ
ろ
う
と
、
調
査
の
方
法
、

資
料
の
扱
い
か
た
、
論
の
組
み
立
て
に
怪
し
い
点
が
あ
る
と
、
や
は
り

先
生
の
眼
光
か
ら
逃
れ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
具
体
的
な
指
摘
の
か
わ

り
「
こ
ん
ど
の
論
文
は
出
来
が
悪
い
」
と
か
「
詰
め
が
あ
ま
い
」
と
か

言
っ
て
は
叱
ら
れ
た
。
叱
ら
れ
る
ほ
ど
、
遠
く
に
逃
げ
た
く
な
る
。
昭

和
三
十
年
、
先
生
が
長
逝
さ
れ
た
あ
と
、
領
域
だ
け
で
な
く
、
方
法
の

う
え
で
も
先
生
の
実
証
主
義
を
離
れ
、
分
析
批
評
に
傾
倒
し
た
の
は
多

分
そ
の
余
波
だ
っ
た
ろ
う
。
［
…
］
。
（
『
日
本
文
藝
史
」
第
三
巻
謝
辞
）

弟
子
も
さ
る
者
で
あ
る
。
主
著
で
あ
る
『
能
楽
源
流
考
』
を
執
筆
中
の
師
に
「
闘

小
西
君
は
伊
勢
の
産
で
あ
る
。
高
師
一
年
の
時
代
に
、
郷
里
の
関
係
か

ら
伊
勢
神
楽
歌
の
研
究
を
国
漢
会
誌
に
発
表
し
た
の
が
、
君
の
研
究

の
手
始
め
で
あ
っ
た
。
次
い
で
歌
謡
史
に
興
味
を
感
じ
、
伊
勢
神
楽
歌

の
源
流
と
し
て
梁
塵
秘
抄
の
研
究
を
志
し
た
の
が
高
師
二
年
の
こ
ろ
で

［
・
・
・
］
そ
の
副
産
物
と
し
て
白
拍
子
考
を
如
月
会
誌
に
発
表
し
た
。
こ

の
白
拍
子
考
は
、
私
の
旧
稿
の
誤
謬
を
手
痛
く
批
判
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
実
に
堂
々
た
る
論
述
で
あ
っ
た
。
［
…
］
こ
の
書
の
法
文
歌
の
部

に
は
実
に
移
し
い
経
典
が
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
君
は
秘
抄
の
こ
の

部
の
研
究
の
た
め
に
、
一
切
経
を
悉
く
読
破
し
た
の
で
あ
る
。
何
が
さ

う
さ
せ
た
か
と
い
へ
ば
、
法
華
経
に
よ
っ
た
歌
だ
と
い
う
事
に
な
っ
て

ゐ
る
歌
の
典
拠
が
、
法
華
経
に
は
見
え
な
い
で
維
摩
経
に
あ
っ
た
と
い

う
よ
う
な
事
実
が
、
君
を
し
て
自
ら
一
切
経
を
全
部
読
み
、
ま
の
あ
た

り
に
其
の
典
拠
を
つ
き
と
め
ね
ば
、
安
ぜ
し
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

［
…
］
き
う
し
た
事
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
り
報
告
を
聞
い
た
り
し

て
、
そ
の
あ
ま
り
に
多
方
面
な
行
き
方
に
対
し
て
、
私
が
不
安
げ
な
顔

つ
き
を
し
て
い
ゐ
と
、
「
先
生
大
丈
夫
で
す
。
木
乃
伊
取
り
に
行
っ
て

も
木
乃
伊
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と
先
手
を
打
っ
て
、
私
を
し
て
口

を
利
か
せ
な
い
で
、
瓢
々
と
し
て
帰
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
Ｓ
梁
塵
秘

抄
考
」
序
七
‐
八
頁
）

119(１４）



梁
塵
秘
抄
は
、
「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
第
十
の
み
群
書
類
従
に
収
め
ら

れ
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
四
年
の
秋
に
歴
史
学
者
和
田
英
松
に

よ
っ
て
東
京
下
谷
の
古
書
店
で
発
見
さ
れ
、
友
人
の
国
文
学
者
に
し
て
有
名

な
歌
人
で
も
あ
っ
た
佐
々
木
信
綱
が
そ
れ
を
委
ね
ら
れ
て
学
会
に
紹
介
し
た

の
が
世
に
州
た
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
信
綱
は
、
大
正
元
年
八
月
、

こ
の
巻
第
二
の
本
文
を
、
こ
れ
も
新
し
く
発
見
き
れ
た
綾
小
路
家
本
の
巻
第

一
、
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
第
一
の
断
簡
の
本
文
を
添
え
て
公
刊
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
広
く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

小
西
の
『
梁
塵
秘
抄
考
」
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
そ
の
梁
塵
秘
抄

研
究
の
権
威
、
佐
々
木
信
綱
が
与
え
た
同
書
の
序
に
つ
く
に
若
く
は
な
い
だ

ろ
う
。
ま
ず
、
文
献
学
的
実
証
の
部
分
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
評

価
し
て
い
る
。

献
学
的
研
究
か
ら
表
現
研
究
へ
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。

論
」
を
仕
掛
け
よ
う
と
考
え
る
だ
け
で
も
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
究
極
の
ア

ク
テ
ィ
ヴ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
え
よ
う
か
。

卒
業
論
文
を
閲
覧
し
、
公
刊
さ
れ
た
『
梁
塵
秘
抄
考
』
の
構
成
と
の
関
連

を
見
て
み
る
と
、
弟
子
の
「
離
れ
」
の
方
向
性
が
う
か
が
え
る
。
即
ち
、
文

［
…
］
現
存
の
本
文
が
少
な
く
と
も
三
段
階
の
変
遷
を
経
た
混
合
本
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
梁
塵
秘
抄
の
御
撰
述
が
保
元
二
年
か
ら
治
承
三
年
の

間
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
御
撰
述
の
御
目
的
が
今
様
歌
謡
の
文

し
た
が
っ
て
、
上
述
の
よ
う
に
、
「
卒
論
」
は
内
容
的
に
は
、
全
七
章
構

成
に
本
文
校
訂
と
注
釈
を
含
む
『
梁
塵
秘
抄
考
』
の
ほ
ぼ
最
初
の
三
章
の
原

形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
づ
け
て
佐
々
木
信
綱
は
表
現
研
究
の
部
分
に

つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
に
対
応
す
る
の
は
『
梁
塵
秘
抄
考
」
第
一
章
か
ら
第
三
章
で
あ
り
、

「
卒
論
」
の
章
立
て
は
順
序
と
章
題
お
よ
び
節
見
出
し
に
若
干
の
異
同
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
は
ほ
ぼ
対
応
関
係
に
あ
る
。

献
的
集
成
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
御
撰
本
の
原
形
が
歌
集
十
巻
・
口
伝
集

十
巻
に
当
た
る
部
分
に
今
様
歌
集
以
外
の
巻
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
今
様
譜
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
ゐ
る
。
（
『
梁
塵
秘
抄
考
」
序
三
’

四
頁
）

「
梁
塵
秘
抄
考
』
第
一
章
「
現
存
本
の
検
討
」

（
↓
「
卒
論
」
第
三
章
「
本
文
批
評
」
＋
第
一
章
第
一
節
）

「
梁
塵
秘
抄
考
』
第
二
章
「
成
立
の
年
代
お
よ
び
事
情
」

（
Ｕ
「
卒
論
」
第
一
章
「
成
立
お
よ
び
成
立
年
代
」

「
梁
塵
秘
抄
考
』
第
三
章
「
御
撰
本
の
巻
次
と
内
容
」

（
Ｕ
「
卒
論
」
第
二
章
「
組
織
内
容
の
検
討
」
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つ
ま
り
、
卒
論
は
徹
頭
徹
尾
能
勢
朝
次
的
な
実
証
主
義
的
な
文
献
学
的
方

法
に
依
っ
て
お
り
、
第
四
章
以
降
は
、
表
現
研
究
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
『
梁
塵
秘
抄
考
」
の
公
刊
は
卒
論
提
出
の
二
年
後
に
過
ぎ
な

い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
表
現
研
究
も
並
行
し
て
進
行
し
て
い
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

実
証
主
義
的
な
文
献
学
的
か
ら
の
「
離
れ
」
と
し
て
の
表
現
研
究
の
部
分

を
、
小
西
自
身
の
言
葉
に
即
し
て
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

秘
抄
歌
謡
の
表
現
は
、
声
明
系
・
神
歌
系
・
民
謡
系
の
三
系
統
を
、
形
式
．

「
梁
塵
秘
抄
考
」
の
「
総
合
的
研
究
部
」
の
次
の
第
四
章
か
ら
第
七
章
に
相

当
す
る
内
容
の
要
約
で
あ
り
、
卒
論
に
は
対
応
す
る
記
述
は
存
在
し
な
い
。

ま
た
、
今
様
歌
謡
の
形
式
及
び
表
現
か
ら
し
て
、
今
様
の
特
質
と
梁
塵

秘
抄
の
歴
史
的
地
位
を
明
ら
か
に
し
、
全
体
に
お
い
て
従
来
の
諸
研
究

を
網
羅
し
、
そ
の
研
究
の
進
展
の
ざ
ま
を
殺
し
、
将
来
研
究
き
る
べ
き

方
向
を
も
示
し
て
ゐ
る
。
ｓ
梁
塵
秘
抄
考
』
序
四
頁
）

『
梁
塵
秘
抄
考
」
第
四
章
「
秘
抄
歌
謡
の
形
式
」

『
梁
塵
秘
抄
考
」
第
五
章
「
秘
抄
歌
謡
の
表
現
」

『
梁
塵
秘
抄
考
」
第
六
章
「
歴
史
的
批
判
」

『
梁
塵
秘
抄
考
」
第
七
章
「
研
究
史
」

様
態
・
様
式
の
関
連
に
お
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
で
も
、
同

じ
四
句
式
の
歌
謡
で
あ
り
な
が
ら
、
思
惟
的
傾
向
の
強
い
声
明
系
の
法
文
歌

は
形
式
的
に
整
形
で
あ
り
平
叙
的
形
態
を
も
ち
連
続
的
な
様
式
が
み
ら
れ
る

の
に
対
し
て
、
現
実
的
傾
向
の
強
い
四
句
神
歌
は
形
式
的
に
不
整
形
的
傾
向

強
く
、
列
救
的
形
態
を
も
ち
非
連
続
的
な
様
式
が
み
ら
れ
、
特
に
中
心
的
な

歌
謡
圏
に
お
い
て
は
、
対
照
的
と
も
い
え
る
ほ
ど
著
し
く
異
な
っ
た
表
現
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
二
つ
の
歌
一
謡
圏
は
周
辺
的
に
は
相
互
に
浸
透
関
係

に
あ
り
、
形
式
的
な
制
約
ゆ
え
に
そ
の
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
真
に
深
い
表
現

を
達
成
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
。
即
ち
「
流
れ
る
も
の
を
流
れ
る
が
ま
ま
に
ま

か
す
」
法
文
歌
に
お
け
る
四
連
形
式
は
表
現
を
弛
緩
ざ
せ
余
情
が
希
薄
す
る

結
果
を
招
い
た
の
に
対
し
、
不
整
的
な
形
式
の
傾
向
を
も
つ
四
句
神
歌
は
、

「
余
情
の
流
れ
を
容
れ
ず
、
表
現
の
硬
化
を
招
い
た
」
が
、
こ
の
よ
う
な
関

係
は
二
句
形
式
歌
謡
の
一
一
句
神
歌
と
神
社
歌
と
の
関
係
に
も
見
ら
れ
、
「
秘

抄
歌
謡
の
表
現
は
、
声
明
系
・
神
歌
系
・
民
謡
系
の
表
現
が
互
い
に
浸
透
し
、

芸
術
的
表
現
と
伝
承
的
表
現
と
が
深
く
交
錯
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
質

が
あ
る
」
と
結
論
す
る
。
（
『
梁
塵
秘
抄
考
」
一
四
一
‐
二
頁
）

「
離
れ
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
興
味
深
い
点
は
、
四
句
神
歌
の
扱
い

で
あ
ろ
う
。
「
わ
が
子
十
余
に
な
り
ぬ
ら
ん
、
巫
し
て
こ
そ
歩
く
な
れ
、
田

子
の
浦
に
汐
ふ
む
と
、
如
何
に
海
人
つ
ど
ふ
ら
ん
、
ま
だ
し
と
て
、
間
い
み

間
は
ず
み
な
ぶ
る
ら
ん
、
い
と
ほ
し
や
、
」
と
い
う
四
句
神
歌
を
、
「
幽
蓬
閑
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寂
な
余
韻
」
を
感
じ
さ
せ
る
有
名
な
法
門
歌
「
仏
は
常
に
い
ま
せ
ど
も
、
現

な
ら
ぬ
ぞ
あ
わ
れ
な
る
、
人
の
音
せ
ぬ
暁
に
、
ほ
の
か
に
夢
に
見
え
た
ま
ふ
、
」

と
対
照
し
つ
つ
、
法
門
歌
を
「
流
動
的
・
連
続
的
と
い
ふ
な
ら
ば
、
こ
れ
は

飛
躍
的
・
非
連
続
的
」
と
し
て
、
こ
の
四
句
神
歌
を
「
表
現
の
仕
方
か
ら
見

、
、

る
な
ら
ば
［
…
］
句
と
句
の
間
に
切
れ
が
あ
」
り
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
句
は
互

、
、

、
、

い
に
切
れ
を
も
ち
、
離
れ
を
も
ち
な
が
ら
次
句
へ
転
じ
て
ゆ
く
」
と
し
て
い

る
。し
か
し
、
四
句
神
歌
の
非
連
続
的
表
現
は
「
多
く
現
実
の
事
象
や
心
情
と

密
着
し
て
い
る
」
も
の
の
、
「
実
は
単
に
連
続
的
で
な
い
と
い
ふ
の
み
の
非

連
続
で
あ
っ
て
、
蕉
風
俳
譜
な
ど
に
見
る
連
続
的
な
も
の
を
超
え
た
深
い
非

連
続
表
現
で
は
な
い
」
。

こ
の
よ
う
に
、
法
門
歌
の
表
現
に
お
け
る
弛
緩
し
た
余
情
に
埋
没
す
る
連
続

性
と
四
句
神
歌
に
お
け
る
現
実
と
密
着
す
ぎ
た
非
連
続
性
を
と
も
ど
も
に
批

真
に
現
実
を
表
現
す
る
た
め
に
は
、
現
実
か
ら
或
る
離
れ
を
も
つ
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
現
実
に
お
い
て
現
実
を
超
え
る
こ
と
を
要
す
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
深
い
非
連
続
的
な
表
現
が
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

四
句
神
歌
の
表
現
に
は
そ
の
よ
う
な
非
連
続
性
は
見
ら
れ
な
い
。
［
…
］

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
民
衆
的
な
郷
士
的
な
唱
和
に
深
い
つ
な
が
り
を

も
つ
も
の
で
あ
る
。
（
『
梁
塵
秘
抄
考
』
一
三
一
一
一
’
四
頁
）

注（
二
小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
の
詩
学
Ｉ
分
析
批
評
の
試
み
と
し
て
』
み
す
ず
書
房

一
九
九
八
年
・
以
下
「
詩
学
」
と
略
記
し
て
頁
を
表
示
す
る
。

（
二
）
「
新
時
代
へ
の
源
氏
学
」
第
九
巻
『
架
橋
す
る
〈
文
学
〉
理
論
』
所
収
。
竹
林

舎
二
○
一
六
年
。

（
三
）
小
西
甚
一
の
東
京
文
理
科
大
学
文
理
学
部
国
語
学
国
文
学
専
攻
卒
業
論
文
（
昭

和
Ⅲ
年
度
）
発
見
経
緯
と
私
の
閲
覧
の
報
告
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
斉
藤
一
准
教
授
に
よ
る
発
見
の
経
緯
の
説
明
血
斉
藤
一
准
教
授
は
英
文
学
研

究
者
で
、
同
時
に
英
学
・
英
文
学
の
近
代
日
本
へ
の
移
入
と
い
う
観
点
か
ら

近
代
日
本
文
学
を
研
究
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
斎
藤
准
教
授
の
お
話
の
概
要

で
あ
る
。

七
月
の
教
育
会
議
（
田
代
注
率
派
遣
先
学
系
の
会
議
四
本
学
で
い
え
ば
学

判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
と
い
う
審
美
的
な
次
元
に
と
ど
ま
り
つ
つ
現

実
か
ら
「
離
れ
」
る
と
い
う
批
評
的
な
距
離
の
取
り
か
た
の
う
ち
に
、
前
節

で
み
た
よ
う
な
、
日
常
一
一
一
一
口
語
か
ら
詩
的
言
語
へ
の
「
離
れ
」
、
そ
し
て
そ
の
「
離

れ
」
を
介
し
て
の
こ
の
よ
う
な
言
語
自
体
か
ら
の
「
離
れ
」
Ⅱ
日
常
意
識
の

破
れ
へ
と
い
う
二
重
構
造
と
の
相
同
的
な
運
動
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
当
時
の
歴
史
的
状
況
に
対
す
る
小
西
の
或
る
種
の
抵
抗
の
身

振
り
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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部
教
授
会
）
で
、
人
文
社
会
学
系
の
下
部
組
織
で
あ
る
文
芸
・
言
語
学
系
の

資
料
室
閉
鎖
に
伴
い
、
そ
こ
に
所
蔵
さ
れ
た
未
整
理
の
資
料
の
処
理
が
議
題

に
な
っ
た
。
会
議
で
は
、
廃
棄
処
分
が
提
案
さ
れ
、
決
ま
り
か
け
た
が
、
斎

藤
准
教
授
と
吉
原
ゆ
か
り
准
教
授
（
英
文
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
）
が
未
整
理

の
資
料
の
確
認
を
提
案
さ
れ
、
提
案
者
が
確
認
作
業
を
行
う
こ
と
を
条
件
に

認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
夏
休
み
期
間
中
、
斎
藤
准
教
授
、
吉
原
准
教
授
、

和
氣
愛
仁
准
教
授
（
図
書
館
情
報
学
）
の
三
人
で
確
認
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

斎
藤
准
教
授
が
、
段
ボ
ー
ル
の
箱
に
未
整
理
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
小
西
甚

一
の
当
該
論
文
を
、
国
語
学
者
・
言
語
学
者
で
一
九
九
八
年
か
ら
二
○
○
四

年
ま
で
筑
波
大
学
学
長
で
あ
っ
た
北
原
保
雄
筑
波
大
学
名
誉
教
授
（
現
新
潟

産
業
大
学
学
長
）
ら
の
卒
業
論
文
と
と
も
に
発
見
し
た
。

同
資
料
は
、
斎
藤
准
教
授
や
宮
本
教
授
の
尽
力
で
、
｜
時
的
に
人
文
学
類

資
料
室
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
最
終
的
な
移
管
先
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・
閲
覧
の
報
告
》
管
理
体
制
も
決
ま
っ
て
い
な
い
段
階
の
た
め
、
斎
藤
准
教
授

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
八
月
二
十
五
日
人
文
学
類
資
料
室
で
現
物
を
閲
覧

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
現
物
は
、
ク
ロ
ー
ス
装
順
で
背
表
紙
に
金
文
字
で
「
梁

塵
秘
抄
研
究
」
と
書
か
れ
、
縦
二
五
字
×
横
一
○
字
の
大
学
指
定
と
思
わ
れ

る
原
稿
用
紙
で
、

・
頁
の
付
さ
れ
て
い
な
い
表
題
二
枚
、

・
昭
和
十
四
年
十
一
一
月
三
日
の
日
付
の
入
っ
た
「
小
序
」
１
枚
、

・
月
次
二
枚

・
頁
の
付
さ
れ
た
本
文
一
一
○
三
枚
、

・
頁
の
付
さ
れ
て
い
な
い
参
考
文
献
表
四
枚
、

．
遊
び
紙
一
枚
、

・
昭
和
十
五
年
一
月
の
日
付
の
入
っ
た
指
導
教
授
の
閲
了
の
サ
イ

ン
の
記
さ
れ
た
１
枚
、

の
全
二
一
四
枚
、
本
文
で
五
○
七
五
○
字
の
労
作
で
あ
る
。
本
論
で
も
述
べ

た
と
お
り
、
閲
読
の
限
り
、
何
の
一
文
を
含
む
こ
と
か
ら
、
二
年
後
の
昭
和

十
六
年
十
一
月
に
三
省
堂
か
ら
公
刊
さ
れ
た
、
小
西
甚
一
の
処
女
単
行
本
『
梁

塵
秘
抄
考
」
の
原
形
と
推
察
さ
れ
る
。
東
京
文
理
科
大
学
は
昭
和
二
１
年

つ
九
四
五
年
）
五
川
の
東
京
大
空
襲
で
大
塚
の
施
設
の
大
部
分
が
焼
失
し
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
論
文
の
残
存
し
て
い
た
こ
と
、
斎
藤
准
教
授
ら
の

手
に
よ
っ
て
廃
棄
を
免
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
な
僥
倖
と

い
う
し
か
な
い
。

（
四
）
小
川
和
夫
、
橋
口
稔
共
編
「
ニ
ュ
ー
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
辞
典
』
研
究
社

一
九
六
一
年
。
一
一
一
三
頁
四
の
の
言
の
胃
＆
の
国
ど
の
の
（
審
美
的
距
離
）
項
月
か
ら

の
引
用
。

（
五
）
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
著
作
集
五
批
評
を
め
ぐ
る
試
み
」
吉

村
和
明
訳
み
す
ず
書
房
二
○
○
五
年
。
七
三
頁
「
盲
目
の
〈
肝
っ
玉

お
っ
雌
〉
」
と
い
う
一
九
五
五
年
の
ブ
レ
ヒ
ト
劇
評
。
傍
点
部
分
の
原
語
は
白

へ
詳
町
Ｒ
①
。
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申
し
上
げ
た
い
。

謝
辞
率
学
外
派
遣
研
究
の
受
け
入
れ
教
員
と
し
て
研
究
の
様
々
な
便
宜
を
図
っ
て
く

だ
さ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
研
究
の
レ
ヴ
ュ
ー
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
宮
本
陽
一
郎
教
授

同
じ
く
小
西
の
卒
論
発
見
者
の
お
ひ
と
り
で
、
同
論
文
の
発
見
の
経
緯
を
お
話
し
い

た
だ
き
閲
覧
の
便
を
図
っ
て
く
だ
さ
っ
た
斉
藤
一
准
教
授
を
は
じ
め
す
る
筑
波
大
学

関
係
者
の
方
々
、
研
究
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
文
学
・
文
化
専

攻
の
同
僚
の
先
生
方
を
は
じ
め
と
し
て
本
学
の
関
係
者
方
々
に
深
く
感
謝
の
言
葉
を

（
六
）
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
テ
ク
ス
ト
の
快
楽
』
沢
崎
浩
平
訳

一
九
七
七
年
。
六
八
頁
一
部
行
論
に
即
し
て
変
更
し
た
。

（
七
）
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
彼
自
身
に
よ
る
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
』
佐
識

ず
書
房
一
九
七
九
年
。
七
五
頁
〈
〉
内
は
引
用
者
に
よ
守

（
八
）
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
〉

思
想
」
浅
井
健
二
郎
編
訳
筑
摩
書
房
一
九
九
六
年
。
「
一

（
｜
｜
）
「
日
本
文
藝
史
』
第
三
巻
一
九
八
六
年
河
出
書
房
新
社
謝
辞

（
’
○
）
『
梁
塵
秘
抄
考
』
一
九
四
一
年
。
三
省
堂
以
下
『
梁
塵
秘
抄
考
』
と
し
て

（
九
）
【
○
日
の
芦
］
日
，
一
つ
巨
匹
吊
由
吋
冒
〔
『
＆
」
四
℃
四
口
の
い
の
ト
畳
四
国
（
ミ
、
「
＆
自
己
の
弓
「
§

・
・
目
）
の
陶
旦
『
ミ
ニ
号
』
ぬ
、
い
シ
】
」
の
①
ロ
の
胃
（
①
ご
耳
目
の
．
ｐ
胃
一
三
白
の
Ｒ
＆
・
拙

．
．
Ｒ
》
の
扁
騨
罠
（
「
】
昌
岑
号
己
而
匹
叱
、
い
シ
】
」
の
①
ロ
の
胃
（
①
ロ
ロ
ロ
ロ
の
．
ｐ
昌
一

論
で
扱
っ
た
範
囲
の
仮
構
物
語
の
該
当
箇
所
は
、
Ｄ
Ｃ
・
』
宗
‐
窪
①
。

思
想
』
浅

四
○
五
頁

頁
を
表
示
す
る
。
引
用
文
中
、
原
文
の
旧
字
は
新
字
に
改
め
た

ン
・
バ
ル
ト
』
佐
藤
信
夫
訳

内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
エ
ッ
セ
イ
の

Ｌ
九
六
年
。
「
翻
訳
者
の
使
命
」

み
す
ず
書
房み
す
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